
 

平成27 年度 学校経営の構想                                                         

 

 
 
 
  

 
 
     

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確かな学力 豊かな心 たくましい心身 
１ 学び合いよく分かる授業づくり 

○ 話を聞く態度と話す力の育成 

○ 思いを伝え合う力の育成 

○ 言語活動と表現力の育成 

○ 校内研修による授業の探究 

○ 基礎的・基本的な知識・技能の

確実な習得とその活用を図る

学習活動 

○ 正しい文字とノート指導の工夫 

２ 個に応じた指導の充実 

○ 少人数指導の充実 

○ 個に応じた学習習慣の確立 

３ 読書活動の推進 

○ 年間５０冊読書１００％ 

○ 読み聞かせボランティアとの

連携 

１ 支え合い笑顔あふれる学校づくり 

○ 話し合い 認め合う集団づくり 

○ 人権教育を基盤とした学級経営 

○ 児童会活動 各種集会 縦割活動

等の体験の場の充実 

 

２ 心を育てる道徳教育と生徒指導 

○ 規範意識・人権意識の育成 

○ あいさつ運動の充実 

○ 特別支援教育の推進 

○ 教育相談や面談の充実 

○ 栽培活動や愛校作業の推進 

○ 道徳授業の公開 

○ 「稲荷のよい子」の徹底 

○ 命の教育の推進 

１ 励まし合いともに伸びる体育行事 

○ 運動会，持久走大会，縄跳び大会 

○ 集団目標と個人目標の明確化と評

価 

○ 体育的行事の工夫改善 

 

２ 体力向上への取り組み 

○ 体育科授業の工夫改善 

○ 体力テストＡ＋Ｂの６０％達成 

○ 業間・昼休みの外遊びの奨励 

○ 縦割り班遊び，学級遊びの奨励 

 

３ 健康・安全教育の推進 

○ 健康的な生活習慣の形成 

○ 給食を通した食育の推進 

○ 危険予測・回避能力の育成 

組織目標 

互いにかかわり合い，高め合う場を多く設定する 

 

  ～やる気（知）・笑顔（徳）・元気（体）～ 

グループ目標 

○ 表現力を育むために，伝え合うことを意図した授業の工夫に努める。  

○ 互いに声をかけ合うことによって，規範意識を高め合う学級づくりに

努める。 

○ 「できる・わかる・かかわる」を意図した活動の工夫に努める。 

 

教育目標 知性に富み 思いやりのある たくましい子の育成 

校  訓    

深く考える子   

心の美しい子  

体を鍛える子 

やる気 笑 顔  元 気 

学校経営の重点 

・授業の探究と個に応じた指導により，学ぶ意欲を高め，一人一人に確かな学力を身に付ける。 

・心の居場所となる学級・学校経営に努めることにより，豊かな人間関係づくりを目指す。 

・教育活動を評価・改善し，家庭・地域・関連機関との連携を深めて信頼される学校をつくる。 

教職員の 
資質向上  

○ 「学校評価」を踏まえた「新しい教員評価」による学校活性化と人材育成 

○ 学校課題の明確化と課題解決への共通実践 

○ 積極的な授業公開による授業力の向上 

 

安全・安心な 
学校づくり 

○ 豊かな人間関係づくり 

○ 危険予測・回避能力の育成と実効性の高い「危機管理マニュアル」の作成と研修 

○ 地域の教育力の積極的な活用（ＰＴＡ，地域の関係諸団体・機関） 

めざす学校像  一人一人が 生き生きと輝く学校 


